




























































































































































































































































































































































































































































































発　　　話 初・中・来・直・問 初・中・宋・霞・聞 初・中・末・1藏・間 初・中・末・
変位の有無種類 有嚥弼・伸・園・往・他 春。無・屈イ申・回・蓄主・他 有・無屈・｛申刺・往・他 有高偲・伸・
変位の名称
陶　き k　　　　　　　L　　「　　　r　　　　　　　　　　　　　曜 R　　　　　　　　　　乙　　膠　　　「 R　　　　　　　　　　L　　　1 R??
朗後傾 B　　　　　　　　　　F8　　　　　　　　　　FB　　　　　　　　　　　F　「　　　　　　　　　　　　　　　　　1 B
左右傾 R　　　　　　　　　　L　　　l　　　　　　「 R　　　　　　　　　　L　　l　　　聖　　　　　　　　　　， R　　　　　　　　　　L　　　　　　I R
向　き R　　　　　　　　　　L　」　F　L一＿LR　　　　　　　　　　L　　I R　　　　　　　　　　L　　　　　　I R??
荊後傾 B　　　　　　　　　　F　　⊥1 B　　　　　　　　　　F　　「　　　　　　工 B　　　　　　　　　　FB
左右傾 R　　　　　　　　　　L　　に R　　　　　　　　　　L飛　　　　　　　　　　LR一前後 B　　　　　　　　　　F　「　　　　正　　　　　　　罪　　　　　　撃 B　　　　　　　　　　F　　　哩 B　　　　　　　　　　F　　　　　　I B一左右 R　　　　　　　　　L　」、L山L 飛　　　　　　　　　　LR　　　　　　　　　　L　　　　　　　題 R??高低 H　　　　　　　　　　D　　　　一 ? ??　　　　L? D｝?
接触 ナシ ナシ ナシ
???
前後 B　　　　　　　　　F 8　　　　　　　　　　F　　　　　撃 B



























高低 H　　　　　・　　　　　D　　　葦 H　　　　　　　　　　D　　　　　　葦 H　　　　　　　　　　．D　「　　　　　　　　　　　　　　　　　1
?｛
接触 ナシ ナシ1 ナシ
1 曲　弛．紳（接触） 癖耗　　　弓也　　　イ痔」　～養解㌧ 地伸（鰍）
?
2 ’　●　旨　　〉 ”　　　●　（　　） ’　　”　　（　　） ・
右 3 9　　”　　（　　〉 ●　　　　　　　　　o　　　　　　　　　ワ@　　　　（　　） ●　　　　　　　　　・　　　　　　　　　●@　　　　（　　）
?
4 ●　　’　　●　（　　） ●　　　　　　　●　　　　　　　尋@　　　　（　　） ●　　。　　。　（　　） ●5 ●　　’　　●　（　　） ●　　　　　　■　　　　　　o@　　　　（　　） ●　　。　　●　（　　〉 魯指 1 ’　　。　　●　（　　） ●　　　　　　■　　　　　　●@　　　　（　　） ●　　　　　　　　．　　　　　　　　■@　　　　（　　〉 ●
2 ’　　●　　’　（　　） ●　　　　　　●　　　　　　●@　　　　（　　〉 o　　　　　　　　o　　　　　　　　●@　　　　（　　）
○　　．
左 3 ●　　　　　　　　　●　　　　　　　　　曾@　　　　（　　） ．　　。　　。　（　　） ●　　　　　　　　　9　　　　　　　　　●@　　　　（　　） ，4 ●　　’　　●　（　　） 零　　　　　　　　　曜　　　　　　　　　書@　　　　（　　｝ 。　　●　　瞥　（　　） o　　　　　　　　o5 　　　　　’n　　　　　　　　　O　　　　　　　　　o@　　　　（　　〉 o　　　　　　　　●　　　　　　　　奪@　　　　（　　） 曹　　　　　　　　　o　　　　　　　　　●@　　　　（　　） ，　　　　　　　　　，
右 ．2　　》嚔 前後上下内外 ｝狗後上下内外 前後上下内外 高高上手・??































































右 3 》　・　・（〃） 》　・　・（〃）
4 》’・　・（り 》　・　・（〃）
5 ￥　・　・（’・） 》　・　・（り指 1 ・　》　・けの ・　移　・けシ〉
2 ・　》　・（〃） ・　耳　・（り
左 3 ・　》　・（〃〉 ・　￥　・（〃）
4 ・　》　・（〃〉 ・　耳　・（〃）
5 ・　》　・．（り ・　》　　・．．（”）
君 向き 一朝一1ゴi幽幽v外 顧幻後上コ㌔内▽外
??）???
左 ．陶き り・ tv・ V　。　。　V　・▽・
第12図
である以外，他は中立状態（NないしF）である。右上肢，左上肢はほぼ対称
的に変位している。右，左ともひじは前後，左右の軸，手首は左右の軸につい
て変位がない。ひじの高低がD2からDユへ変位して（上がって）おり，手首
は1）2から0へ上がり，F2か日F】へ後退した。机の上方に少し離れて（接
触ナシ），それぞれまっすぐにのばされていた左右両上肢の，手首が肩の高さ
まで，ひじがわきの高さまでそれぞれ上がったわけだ。左右のひじ，手首とも
ずっとどこにも触れないでいる（接触ナシに￥）。右手の指は扇子を握って曲
っている。左手の指は弛緩の状態。手の平の向きは，左右とも下内向きから下
向きへ変位した（Ψが一’ドと内に，▽が下についている）。
　続くsangai，　yonkaiguraiも同様にみることができる。前のnikaiの位置
からsangaiの位置へは，左右のひじ（Dl→0），手首（0→H2）の上方向へ
　　Aの変位で移動する。続くyonkaiに至って，これらは更に，ひじがO→H1，
　　　　　　　　　　　A手首がH：2→H3に上がっている。この時点で左右の両上肢は上方にほぼ伸び
きっているわけである。手の平は最終的に前内方向に変位した。右手の指は依
然，搦子を握っている。
音声亨霊語形式
．記録あ畷彌　▲
ビヤーット
垂奄凾≠≠狽狽潤
@　　ム
的後 B　　　　　　　　　　F
@　　　▽　▽　、
左イ了 R　　　　　　　　　　LC，　，￥　、??
高低 H　　　　　　　　　　D
@　　　　l　1▼　▽
接触　　　　ナ縄
???
??????B　　　　　　　　　　F
齊処黶Q＿L▼　▽　嘉R　　　　　　　　　　L
@　，　￥＿，
??
1高晒li　　　　　　　　　　D
@い，　　▼　，▽　撃
鼓触 ナ醤
　　』
ｶ　2　　己
封lj　弛　伸　撞　触
潤@　　「弓｛2’ゆ
指 3－?
￥　　　佐1・；の　　　　　　　　一
D　　　　＿並＿．、
@　　　　　ナン、
￥　．　‘一1ヅ
乎・??左 【f重き 1霧・後・」二・下・内・外
@　▽　，　▽　▼　．
第垂3図
　　3．2．例2　ロでマッチをつけるしぐさ「左手
　　　　　　つきだし」
　　　発話番号050－0・M2「……クチシテネ　ピャ
＿．．．一 bト……」の部分の変位のうち，左上肢，左
r＿． 阨狽ﾌ変位を記録したのが第13図である。街灯
一に灯を点して廻る人の，口でマッチをする身振
”『一噤hりを模す三所である。
　　　曲げられた第1指，第2指がXI元で互いに接
tt…?ｵあって何かをつまんでいる様子である。手
：：：：：：：：首は，前後，左右，高低ともロ近くにある。こ
’一・・ ﾌ血の位置　（piの時点）から，ひじが後方へ
一・ iFl一・・　O）少し下がり（D2→D3），手首が前
　　方へ（F］一一・F2）下がって（0→D2）△の位置
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（一ttoの声点）へ変位する。この変位は相当急激なものであるが，その速度や
強さを記録することは，残念ながら現段階ではできない。
3・3・例3　あいつち，うなずきの「頭部上げ」「頭部下げ」
　資料の座談の司会者（略号：C）の発謡には「ハイ」「パー」「ホー」「アー」
「エー」など，いわゆるあいつち，うなずきが数多くみられる。最後の例とし
て，このあいつち，うなずきを構成する変位の記録をみておこう。
　資料に現れたCのあいつち，うなずきは，全部で80か所あるが，これらは音
声言語と変位との共起関係からみて，少くとも以下の3種類に分類できると思
われる。
　イ．音声言語形式だけで，ここで扱い得る変位のない場合（2か所）
　ロ．変位だけで，音声言語形式のない場合（10か所）
　ハ．音声言語形式と変位が，同時にないしは連続して記述される場合（68か
　　所）
　このうち，イは最もまれな場合で，
　　025－1　C　ホー一
　　〇41－2　　C　　ノ、一
の2例である。変位なしとはいうものの，ここで準備した記述法で把握される
変位がないというだけで，それ以外の表情などがこれに代っている可能性はも
ちろんある。
　ロにあたる場合は
　　029－O　M2サンジュゥヨネンダ〈デケタンガ
　　039－O　M2キヌノナァ〈ホソナガイヤツオ
　　052－O　M2セキュバッヵリダ〈セイ　ワタシラ
　　052－OM2アマガサキノ　アノナ〈フノマチバシ
　　052－O　M2フタヵン　ハイツテマンネ〈。
など10か所のくの部分にみられる。M2の発話に聞入るCが，黙って頭部をう
こかすわけである。音声言語に代替して機能する変位の現れであるこれらの事
例は，我々にとって最も興味深いものである。コミュ＝ケーションに文字通り
積極的に参加している変位の存在がここに見られるわけである。
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　68例を数えるハ，及び10例のロに見られる変位は，ひとつひとつの三三をし
ていけば，上体，上肢，手部などに様々な差異を有するものであるけれども，
頭部の変位に関しては次のような記述が可能な2種類に大引できると思われ
る。
音声言語形式 ノ＼　　一?ａ?
記録の蒔点 ム　　ム
発　　　話 ⑭中末直間
向　き R　　　　　　　　　　　　　LQ》『多睾睾
?????
前後傾 B　　　　　　　　　　　　F@l▽マ　　　1
左右傾 R　　　　　　　　　　　　　L忠P》　＿
向　き R　　　　　　　　　　　　L戟@》　，
??、??????????????）?????
前後傾 B　　　　　　　　　　　　F
@l▽　V　l
左右傾 R　　　　　　　　　　　　Lu目》『　畢
音声比毛形式 ノ＼　　一?ａ?
記録の時点 企　　△
発　　　話 ⑧中末直間
向　き R　　　　　　　　　　　　　LQ謬＿，
?????
前後傾 B　　　　　　　　　　　　　FQ，￥1
左右傾 R　　　　　　　　　　　　　LC　》，
向　き 1ミ　　　　　　　　　　　　LC口》，口
?????
前後傾 B　　　　　　　　　　　　F@　lマ▽　1
左右傾 R　　　　　　　　　　　　L@　，》，
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　　　　　　　　　第14図　　　　　　　　　　　　　　　　　第15図
　第エ4図は発話番号016－1C「ハr」，第15図は029－1　C「パーjの一所の
変位である。上体と頭部の記録のみを示すが，特に頭部の前後傾を注目した
い。音声言語形式は嗣じ「バー（haa）」で，変位が始まる蒔点（h）での前後
傾も同じ正立状態（N）であるが，変位の結果は，第14図ではB1（後：傾），第
15図ではFi（前傾）なのである。つまり，三者は頭部を正立から更にもちあ
げるようにする，通常「感心した」とか「驚いた」という意味あいが込められ
ていると説明されるような頭部の変位，後者は「ウン」「なるほど」と一般に
は翻訳されるだろう頭部の変位である。この2種類の頭部の変位は，音声言語
形式が「パー」以外の「at　一」「ホt」「ハイ」の場合にも，また音声言語形式
のないロの場含にも現れている。ここではその詳しい分析はできないが，この
2種類の頭部の変位の差異は，あいつちを打つ対象である相手の発言内容や，
それに対するあいつち表現者の心理内容などが深くかかわって現れたものだと
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考えられる。いわゆる応答言遡について様々な分類や分析が，これまで音声言語
形式のみを索桝にして試みられてきているが，ここに示した2種の変位の存在
は，その作業に何らかの示唆を与えることを期待させるものである。
　この他，あいつち，うなずきに関わる頭部の変位については，これらが現れる
タイミングの問題一一相手の発話に1何らかのModalな要素（終助詞や間投詞，
助動詞の一部など）が現れるたびに現れると大きくは言える一一や，ひとまと
まりのうなずきで何回も頭部の上下方向の変位がみられること一〇29－OM2
サンジュウヨネンダ〈デケタンガ（前出）では5回，061－1　C　アー　では
4回など，興味深いことがらが多い。
　以上，ごく少数の記入鋼を示しkにとどまるが，音声書語形式にいわばも・．
ばら補助的に付随する変位，音声雷語の内容を補完し説関する変位，音声言語
からある意味で独立し得る，これと代替し得る変位など，異ったレベルの変位
を例として記録表試案を説明してき’た。
4．今後の問題点一まとめにかえて
　嶽上，提案すべき変位詑録表の立場，概要，使用例について述べてきた。最
後に，これまでtc十分ふれることのできなかった今後の問題点のうち，重要と
思われることがらを3点だけ指摘し，まとめにかえたい。
1．2．4節でふれたが，変位及び音声言語双方の単位をどのように設定するか
　は，最も重要な問題点として残り続ける。変位の側の単位については，例え
　ば前節の例3で示したあいつちで，同一の頭部の変位が何度もくりかえし現
　れるような場合，それをまとめて1つの単位とみる立場と，頭部の上から
　下，あるいは下から上への変位を1圓分ごとに1つの単位とみる立場とがあ
　り得る。より細かなレベルでの記述を求めるここでの試案の立場は，いうま
　でもなく後者の立場ではあるが，他の様々な種類の変位について，共通の単
　位設定基準を用意する必要があるとすれぽ，再検討されねばならないはずで
　ある。現段階ではその共通の基準として，身体部位の変位の流れの中での，
　何らかの屈折点，あるいは停留点ごとに変位を区切ることを原隊的にたてて
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　いるが，なお検討の余地はあるかもしれない。
2．ある変位の有する，コミュユケーション上の意昧一“頭部上げ丁げ”な
　ら「肯定」とか「同意」，ヒ顕部横ふり”なら「否定」F拒否」などなど一
　の記述を可能ならしめる枠組を準備する必要がある。第1節で示した本試案
　の立場の3に関連することだが，変位という単位自体にそのような意味を対
　応させることは，当初から排除する立場に立っている。階己述的調音音声学”
　に対応するという断以であった。ここで記述された単位としての変位は，次
　の段階一例えばBirdwhistell（1970）のいうKinesやKinemorphsのレベ
　ルであり，江川（1978b）のいう言語行動様式のレベルであって’t形態論”に
　対応する　　で意味を与えられた身振りとして構成される。従って，この次
　の段階へ進むための方途として，比喩をくりかえせば“音韻論（Phonem重cs）”・
　tt－9結三論（Phonotactics）”に対応すべき枠組を準備する必要がある。
3．本試案は，当面与えられた資料を記述するための欄別的な記録法であるに
　とどまる。座談という，ある意味では日常生活において特殊な場面を対象に
　しているだけに，考慮に入れた身体部位や記述の観点も限定されている。こ
　れを，より全体的な，汎用性の高いものに仕上げる作業は不可欠である。そ
　のための，資料作成に関わるハード・ウェアの検討・整備もあわせて必要で
　ある。
　この他にも残された問題点は数多いが，以上の点を特に注意しておく。この
試案の作成作業を含む研究プロジェクトが開始して，まだ日は浅い。今後の課
題としておきたい。
＜注＞
　1．調査の概要，資料の種類・内容等については，江用1978aを参照されたい。
　2．　Blrdwhistell　1970　PP。192～226参照。
　3．　指郭内の訳語は広井1976をもとに，若干の追加変更を加えた。
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橘覚勝1976手　その知恵と性格（誠儒書房）
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F．C．パン　1976手話の文掌化（「手話をめぐって」所収。文化評論出版）
佐藤儒央　1973記讐的身ぶり（書語生活　1973年3月号特集：身振り雷語）
杉戸清樹・沢木幹栄　1977衣服を買う晴の雷語行動一その諸側面の観察（言語生
　　　　テ養　　1977年11）怨号）
〈付記〉
本稿は，昭和52年度文部省科学研究費特定研究「奮語」を受けて実施した
「談話行動の実験社会雷語学的研究」（代表老・渡辺友左）の一部である。
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